はいった
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ＪＲ西日本分煙訴訟の一回目の進行協議がありました。


裁判長が原告側、被告側それぞれ別個に話を聞くという形で進められました。


最初に、原告側から会議室に呼ばれ裁判官との話し合いが行われました。弁護士から、「７月１日以降、６箇所の乗務員詰所が完全分煙化していることは評価しているが、残りの６箇所（パーティーションで仕切って空気清浄








清浄機が付けてあるが、パーティーションの上が空いている）の分煙化は極めて不完全のもので分煙とはいえない。残りのところも完全分煙化にして欲しい」





裁判長「（仕切りでは）だめですか」





弁護士「匂いとか煙が漏れてきます」





原告日高「今回の裁判で放出駅乗泊の食事室の禁煙を求めているが、現在は換気扇もない乗務員詰所に灰皿を移動している。乗務員詰所は施設入り口にありドアを開けているので匂う。」
































次回裁判


１２月１８日


１０時００分


大阪地裁です。


【お願い】


どなたでも傍聴できます。








次に被告側弁護士が会議室に入りましたがすぐ退出し、再び原告側が呼ばれました。


裁判長からＪＲ西日本の担当者が十一月六日の尼崎の事故の担当でもあり、本日は出席できないとのこと。また、原告の考えは被告側に伝えたことが報告されました。


その上で「具体的な考えはあるのか」と問われ、原告側

















この第二回公判に先立つ七月一五日に、会社側答弁書の中で原告の請求内容が不明確であるから不適法である。また休憩時間中は必ずしも当該詰所に待機する





















































ことを義務付けているものではないし、食事も当該詰所で取らなければならないものではないなどとする主張に対して、準備書面を提出し反論しました。








裁判の後　傍聴者と小集会





分煙裁判に前回同様多数傍聴に参加をいただき、裁

















判の後簡単な小集会をしました。最初に吉田、谷両弁護





煙は粒子とガスの構成で、ガスが約９割を占め、有害物質のほとんどがガスに含まれています。清浄機は汚れや匂いの元となる粒子をフィルターに吸着させたり、帯電させて捕集していますが、いずれもガス状の成分は機器を素通りし除去できません。各社もそのことを認めカタログ等に表記しています。
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　分煙意識の高まりで職場や公共の施設に空気清浄機が導入されています。ＪＲ西日本でも分煙対策として乗務員詰所に設置されていますが、タバコによる一酸化炭素などの有害物質はほとんど除去できません。たばこ煙に含まれる化学物質のうち四十以上の





弁護士は「（改善するのは）会社が考えることで、こちらで言えることではないのですが」と前置きした上で、「部屋(乗務員詰所)が狭すぎる。仕切りをしてしまうと（双方の）いる場所が狭いので、くつろげる場所がない。水道の施設も一方にしかなく不便。現在の部屋を禁煙にして、別にある部屋で喫煙できるようにするように：：」との提言をしました。





空気清浄機は受動喫煙対策としては無効





発がん物質を含む約二百種が有害物質とされています。








